
ガ
ラ
ス
細
工
の
ボ
ロ
ボ
ロ
原
発

政
府
・
経
産
省
は
原
発
の
安
全
神
話
の

復
活
、
原
発
の
再
稼
働
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
夏
に
改
定
予
定
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
に
対
し
、
経
産
省
の
「
有
識
者
会

議
」
で
は
原
発
の
価
値
の
正
当
な
評
価
と

再
稼
働
推
進
、
加
え
て
新
規
建
設
の
議
論

も
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
ん
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
論
理
は
ガ
ラ
ス
細
工
で
で
き
た

ボ
ロ
ボ
ロ
の
原
発
安
全
神
話
の
復
活
に
他

な
り
ま
せ
ん
。

ず
さ
ん
で
い
い
加
減
な
原
発
管
理

東
京
電
力
の
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所

７
号
機
の
安
全
対
策
工
事
が
完
了
と
さ
れ

ま
し
た
が
、
２
月
に
消
防
設
備
工
事
の
一

部
が
未
完
了
だ
っ
た
こ
と
が
発
覚
。
１
月

に
も
消
火
設
備
工
事
の
未
完
了
も
判
明
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
安
全
に
必
要
な
重
要

部
品
の
品
質
管
理
試
験
の
未
実
施
も
発
覚
。

さ
ら
に
去
年
９
月
に
、
東
電
社
員
が
ほ
か

の
社
員
の
Ⅰ
Ｄ
カ
ー
ド
で
不
正
に
中
央
制

御
室
に
入
室
し
た
事
件
も
明
ら
か
に
な
り
、

東
京
電
力
の
ず
さ
ん
な
原
発
管
理
体
制
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

実
現
不
可
能
な
避
難
計
画

巨
大
な
地
震
や
台
風
な
ど
で
大
災
害
が

原
発
を
襲
っ
た
場
合
に
備
え
、
原
発
立
地

自
治
体
と
30

キ
ロ
範
囲
の
自
治
体
は
、
原

発
避
難
計
画
を
策
定
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
現
在
、
各
自
治
体
は
原
子
力
災
害
対

策
指
針
に
基
づ
き
２
０
１
８
年
３
月
時
点

で
１
１
３
の
市
町
村
が
避
難
計
画
を
策
定

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
震
な
ど
自
然

災
害
の
緊
急
事
態
で
は
、
家
屋
、
道

路
、
橋
梁
、
避
難
所
な
ど
の
破
損
、

避
難
経
路
の
渋
滞
、
輸
送
機
関
の
マ

ヒ
な
ど
の
事
態
の
想
定
は
あ
る
も
の

の
、
机
上
の
計
画
で
あ
り
、
多
く
の

識
者
か
ら
は
安
全
な
避
難
は
不
可
能

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
札
束
で
原
発
誘
致

政
府
は
２
０
３
０
年
に
は
全
電
力

量
の
20

％
か
ら
22

％
を
原
発
発
電
に
依
存

し
、
そ
の
た
め
40

年
も
経
過
し
た
老
朽
原

発
の
再
稼
働
を
計
画
中
で
す
。

原
発
再
稼
働
は
原
発
立
地
市
町
村
、
道

県
の
同
意
が
必
要
で
す
。
政
府
・
電
力
会

社
は
原
発
立
地
の
地
元
自
治
体
に
「
電
源

立
地
地
域
交
付
金
」
等
で
利
益
誘
導
し
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
が
原
因
で
、
原
発
再
稼

働
の
是
非
を
巡
り
、
の
ど
か
な
自
治
体
の

中
で
住
民
が
分
断
さ
れ
る
な
ど
、
原
発
は

大
き
な
弊
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

ま
た
原
発
交
付
金
は
「
麻
薬
」
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
度
受
け
た
自
治
体
は

原
発
交
付
金
に
依
存
す
る
財
源
構
造
と
な

り
、
い
つ
ま
で
も
抜
け
出
せ
な
く
な
る
か

ら
で
す
。

原
発
事
故
の
想
定
が
甘
く
、
地
震
の
た

び
に
不
安
を
抱
え
る
社
会
で
す
。
も
っ
と

声
を
上
げ
、
菅
政
権
の
原
発
再
稼
働
、
原

発
推
進
と
核
政
策
を
止
め
ま
し
ょ
う
。
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核
・
原
発
と
人
類
は
共
存
で
き
な
い

２
０
１
１
年
３
月
の
東
京
電
力
福
島
第
一
発
電
所
の
過
酷
事
故
か
ら
10

年
。
原
発
事

故
の
被
害
者
、
避
難
者
の
苦
悩
は
未
だ
続
き
、
か
つ
て
の
故
郷
と
生
活
は
戻
っ
て
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
電
力
会
社
の
危
う
い
原
発
管
理
の
実
態
が
数
々
露
呈
。
そ
れ
で
も
政
府
・

電
力
会
社
は
、
原
発
の
再
稼
働
、
原
発
電
力
の
ベ
ー
ス
電
源
化
を
強
行
。
さ
ら
に
、
国

連
の
核
兵
器
禁
止
条
約
は
発
効
し
ま
し
た
が
日
本
は
不
参
加
、
未
批
准
で
す
。

ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
、
フ
ク
シ
マ
の
教
訓
を
無
視
し
続
け
る
政
府
。
改
め
て
「
核
・

原
発
と
人
類
は
共
存
で
き
な
い
」
と
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

フクシマから10年ーウソと虚構でできた原発は廃止へ！

（２
面
に
原
発
被
災
者
の
声
掲
載
）



安
倍
首
相
の
１
３
９
回
の
ウ
ソ

で
固
め
た
国
会
答
弁
を
支
え
た
当

時
の
菅
義
偉
官
房
長
官
。
今
や
首

相
と
な
り
、
安
倍
首
相
の
ウ
ソ
と

詭
弁
を
踏
襲
し
、
国
会
で
再
び
そ

の
手
法
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

特
に
怒
り
を
覚
え
る
の
は
、
新
型

ウ
イ
ル
ス
の
緊
急
事
態
宣
言
下
、

庶
民
に
自
粛
を
強
い
る
中
、
自
民

党
・
与
党
幹
部
が
銀
座
で
深
夜
ま

で
飲
食
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
そ

の
３
名
は
自
民
党
を
離
党
し
ま
し

た
が
、
国
会
議
員
を
辞
職
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
さ
ら
に
、
新
た
に
発

覚
し
た
の
が
衛
星
放
送
会
社
の
役

員
で
あ
る
菅
総
理
の
長
男
ら
か
ら

総
務
省
幹
部
が
た
び
た
び
会
食
接

待
を
受
け
た
こ
と
で
す
。
利
害
関

係
者
の
総
務
省
と
関
連
会
社
の
幹

部
が
会
食
す
る
こ
と
自
体
が
問
題

で
す
。
そ
の
上
、
無
料
で
飲
食
、

お
土
産
や
タ
ク
シ
ー
券
を
受
け
と
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
菅
政
権

は
贈
収
賄
事
件
に
な
る
前
に
火
消

し
に
走
り
、
該
当
者
の
処
分
を
し

ま
し
た
が
、
そ
の
直
後
に
農
水
省

で
も
同
様
な
事
実
が
発
覚
。
あ
き

れ
る
ば
か
り
で
す
。

菅
内
閣
の
ル
ー
ツ
は
安
倍
内
閣

で
す
。
安
倍
首
相
の
通
算
在
任
日

数
は
３
１
１
８
日
で
憲
政
史
上
最

長
で
し
た
。
安
倍
首
相
は
「
森
友
・

加
計
・
桜
疑
惑
」
を
隠
ぺ
い
し
た

ま
ま
辞
職
し
ま
し
た
。

菅
内
閣
も
そ
の
体
質
を
受
け
継

ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、
こ
の
温
床
で
あ
る
自
民

党
・
公
明
党
が
選
挙
区
を
独
占
で

き
る
小
選
挙
区
制
度
を
比
例
選
挙

制
度
に
変
え
る
こ
と
で
す
。
ま
た

２
０
１
４
年
に
発
足
し
た
「
内
閣

人
事
局
」
に
よ
り
、
官
僚
側
が
内

閣
の
顔
色
を
う
か
が
う
忖
度
が
広

が
っ
た
こ
と
で
す
。

今
こ
そ
庶
民
の
怒
り
を
ぶ
つ
け
、

政
治
を
転
換
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
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菅
内
閣
が
発
足
し
て
か
ら
半
年
。
内
閣
支
持
率
は
発
足
当
時
に
比
べ
て
急
降

下
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
後
手
に
加
え
、
大
臣
や
官
僚
の
不
祥
事

の
数
々
が
明
る
み
に
出
て
、
今
や
政
権
末
期
の
様
相
で
す
。

〝
も
う
い
い
加
減
に
し
ろ
〟
と
叫
び
た
い
で
す
ね
。
自
公
政
権
は
う
ん
ざ

り
で
す
。
来
る
べ
き
衆
議
院
選
挙
に
向
け
て
、
労
働
者
、
市
民
と
野
党
が
共

闘
し
菅
政
権
を
打
倒
し
政
治
の
転
換
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

腐った政権と官僚

原
発
事
故
か
ら
10
年
、
今
も
あ
の

日

の
事
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
頭
の

中
を
ぐ
る
ぐ
る
廻
っ
て
い
る
。

食
堂
を
経
営
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
昼
の
忙
し
さ
か
ら

開
放
さ
れ
、
夫
婦
で
食
事
中

に
突
然
の
雷
の
よ
う
な
音
、

大
き
な
揺
れ
、
外
は
近
く
の

家
の
ガ
ラ
ス
が
割
れ
、
ブ
ロ
ッ

ク
塀
が
倒
れ
る
な
ど
、
こ
の

世
の
終
わ
り
か
と
思
っ
た
。

そ
の
後
「
津
波
が
来
る
ぞ

う
」
と
防
災
無
線
、
急
い
で

高
台
に
避
難
し
た
が
家
は
無

事
だ
っ
た
た
め
戻
り
一
夜
を

過
ご
し
た
が
、
原
発
が
爆
発

し
た
た
め
に
避
難
命
令
、
阿
武

隈
山
間
の
集
落
へ
避
難
し
ま
し

た
が
、
風
の
通
り
道
で
あ
っ
た
た
め
線

量
が
最
も
高
い
地
域
で
あ
り
ま
し
た
。

現
在
で
も
帰
還
困
難
区
域
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
原
発
事
故
の
収
束
に
は
何

十
年
、
何
百
年
な
の
か
分
か
ら
な
い
。

現
在
は
会
津
若
松
市
に
住
ん
で
い
ま
す

が
、
ふ
る
里
の
思
い
は
強
い
で
す
。

も
う
10
年
で
す
。
国
・
東
電
は
原
発

事
故
に
区
切
り
を
付
け
る
よ
う
な
動
き

が
見
え
る
が
、
絶
対
許
す
事
は
で
き
ま

せ
ん
。
私
た
ち
は
線
量
の
高
い
所
を
逃

げ
回
っ
て
き
た
の
で
す
。
国
策
で
進
め

て
き
た
原
発
の
事
故
で
避
難
し
て
い
る

の
で
あ
り
、
ふ
る
里
を
元
に
戻
し
て
く

だ
さ
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

私
も
妻
も
高
齢
な
の
で
若
い
人
に
つ

い
て
行
く
し
か
な
い
の
で
す
。
私
が
死

ん
だ
ら
ふ
る
里
の
墓
に
入
れ
て
く
れ
と

た
の
ん
で
い
ま
す
。

（浪
江
町
出
身
、
会
津
若
松
市
在
住

鈴
木
宏
孝
）

夢も希望も奪った原発事故

氏名・該当者 問題事案 結果

元農水大臣

吉川貴盛

500万円賄賂受領

有罪判決

体調不良で

国会議員辞職

衆議院議員

河井案里

170万円配布

買収有罪判決

2月3日議員辞職

元国家公安委員長

松本純

緊急事態下

銀座で深夜飲食

自民党離党

国会議員辞職否定

文科副大臣

田野瀬太道

緊急事態下

銀座で深夜飲食

自民党離党

国会議員辞職否定

衆議院運営委員会理事

大塚高司

緊急事態下

銀座で深夜飲食

自民党離党

国会議員辞職否定

公明党幹事長代理

遠藤清彦

緊急事態下

銀座で深夜飲食

公明党離党

国会議員辞職

総務省・谷脇康彦、吉田真

人両総務審議官、秋本芳徳

前情報流通行政局長、湯本

博信前官房審議官

総務省関連会社の菅

総理の長男からの接

待

贈収賄否定の処分

減給３カ月

（10分の２から１）

総務省・吉田恭子衛星課長・

井幡晃三政策課長 奈良俊

哉内閣審議官

総務省関連会社の菅

総理の長男からの接

待

贈収賄否定の処分

減給1カ月

（10分の１）

内閣広報官

山田真貴子

総務省関連会社の菅

総理の長男からの高

額の接待

国会招致・陳謝し辞

任否定・給与70万円

返納（2月25日時点）

菅内閣下の不祥事・疑惑 （2021年1月～2月）

政
権
幹
部
は
上
級
国
民
か
！

安
倍
政
治
の
腐
敗
を
継
承


	2021 年3月号1面
	こんにちは21年3月2面

